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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～

24 日 (日) ： 30 ～

コート 第 1 試合
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奈良　浩(札幌手稲西)

№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 【トーナメント戦績】
4 4 0 0 0 0 2 　 61 40

5 4 0 2 0 5 15 3 3 0 0 73 42

6 2 0 1 0 6

7 7 11 2 1 3 0 69 75 46 25

8 26 0 11 4 8 0 0 0 0 0 35 59

9 9 25 2 5 9 4

10 10 32 54

11 7 1 2 0 11 50 33

12 18 4 3 0 12 41 80

13 13 33 73

14 14

15 18 0 9 0 15 44 59

16 16 71 51 42 80

17 17

18 18 63 63

75 5 28 4 51 7 9 12 6 35 47

浜本　伸　　(北海道)多賀谷　豊　(山口)

松山南第二中(愛媛)

石山中(新潟)

東京成徳中(東京)

純心中(長崎)

樟蔭東中(大阪)

【個人トータル表】
折尾(福岡) 深江(長崎)

　【戦評】

【試合結果】
女子 決勝トーナメント（準決勝）

　予選リーグで１敗したものの、決勝トーナメントでは接戦を制し勝ちあがった福岡折尾中、一
方あぶなげない試合展開で進出した長崎深江中、準決勝は九州ブロック１、２位の対戦となっ
た。決勝のメインコートに立つチームはどちらか、楽しみな一戦である。
　１クォーター、折尾中はハーフコート、深江中はハーフコートのマンツーマンでスタート。折
尾中は＃８木林、＃１５植田のハイロープレイを中心に得点を重ね、深江中は＃５泉谷、＃７内
田、＃９大窄のカットインや３Ｐで対抗、フリースローも確実に決める。１７－１５折尾中リー
ドで終了。
　２クォーター、折尾中は得意のハイロープレイに＃１２大庭の３Ｐ、速攻などを織りまぜ、多
彩なオフェンスを展開する。深江中は＃５泉谷、＃９大窄が積極的に切れ込んで得点するが、や
や遠目から放つ３Ｐが決まらず一気に点差がひらき、４２－２６と折尾中がリードを広げて前半
を終了。
　３クォーターに入っても流れは変わらず。折尾中は＃１１田中、＃１２大庭のカットインと＃
８木林、＃１５植田のセンタープレイで着実に加点。深江中は＃７内田、＃９大窄ががんばる
が、点差はさらに広がり、６０－３４となる。
　４クォーターに入り、深江中の３Ｐが決まりだす。＃５泉谷、＃７内田、＃９大窄の３人で５
本を決める。このクォーターは１７－１５。深江中も粘ったが、７５－５１で折尾中が勝利し
た。
　折尾中はセンターを中心としながらも、外とのバランスがとれた好チームである。決勝でもそ
の力を存分に発揮してもらいたい。
　敗れたとはいえ、少人数、低身長でここまで勝ち抜き，多くのチームに夢と希望を与えてくれ
た深江中の選手たちの健闘をたたえたい。

日　時 　　平成１５年８月 9

会　場 　北海道立総合体育センター（きたえーる） Ａ
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氏　　名 反則 氏　　名

中野　和来 3 泉谷　祐子

高野　甫菜実 吉岡　ゆき子
井川中(秋田)

愛宕中(北海道)
下村　理菜子 内田　真莉菜

坂井　千晶

大治中(愛知)

1 武田　由衣　
折尾中(福岡)

吉田　奈央 大窄　智香

木林　稚栄 2 高原　佐和子
帯広第四中(北海道) 猪子石中(愛知)

本田　睦
盛岡白百合中(岩手)

山下　亮子

大庭　久美子 2 藤本　祐佳

田中　亜季 1 永吉　美咲

松尾　綾華
東海大付翔洋中(静

岡)

塚口中(兵庫)
植田　泰子 4

森田　千尋

田中　陽子
深江中(長崎)

中野　未貴

合計 13 合計
北星学園中(北海道)

田中　綾


